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文学教材における語彙の指導に関して

要
旨

本
稿
で
は
、
文
学
教
材
に
お
け
る
語
彙
の
指
導
を
、
高
等
学
校
の
教

科
書
「
国
語
総
合
」
に
収
載
さ
れ
た
「
羅
生
門
」
か
ら
考
察
し
た
。
今

回
「
羅
生
門
」
の
中
で
注
意
す
べ
き
語
と
し
て
、
副
詞
「
全
然
」
を
取

り
上
げ
た
。「
全
然
」
は
、
現
代
で
は
否
定
と
呼
応
す
る
と
い
う
規
範

意
識
が
あ
る
が
、
明
治
か
ら
昭
和
前
期
の
用
例
を
見
る
限
り
、「
完
全

に
」
や
「
全
く
」
の
意
味
で
肯
定
文
に
も
使
用
さ
れ
て
お
り
、「
羅
生
門
」

の
用
法
も
こ
れ
に
あ
た
る
。

「
全
然
」
に
関
し
て
は
、「
全
然
大
丈
夫
」
や
「
全
然
い
い
」
と
い
っ

た
近
年
の
「「
全
然
」＋
肯
定
」
の
使
用
が
問
題
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
こ
と
で
、
語
法
に
関
し
て
通
時
的
な
研
究
が
数
多
く
行
わ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
も
と
も
と
否
定
と
呼
応
す
る
副
詞
と
い
う
規
範
は
な
か
っ
た

こ
と
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
事
実
は
教
材
研
究

の
中
に
あ
ま
り
生
か
さ
れ
て
お
ら
ず
、「
羅
生
門
」
の
「
全
然
」
の
用

法
に
も
注
意
が
向
け
ら
れ
て
い
な
い
。

「
羅
生
門
」
は
「
読
み
」
の
教
材
と
し
て
の
意
識
が
強
い
が
、「
読
み
」

を
学
ぶ
上
で
は
、
ま
ず
「
羅
生
門
」
が
書
か
れ
た
当
時
の
語
の
用
法
を

踏
ま
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
る
。

一
　
は
じ
め
に

本
稿
で
は
、
文
学
教
材
に
お
け
る
語
彙
の
指
導
法
に
関
し
、
考
察
を

試
み
る
。
今
回
取
り
上
げ
る
の
は
教
材
「
羅
生
門
」（
こ
れ
以
降
教
材

と
し
て
考
え
る
場
合
は
「
羅
生
門
」
そ
れ
以
外
は
『
羅
生
門
』
と
す
る
）

で
あ
る
。
通
常
、
文
学
教
材
は
「
読
み
」
を
主
体
と
し
た
指
導
が
行
わ

れ
る
が
、
本
稿
で
は
「
羅
生
門
」
に
使
用
さ
れ
る
「
全
然
」
を
取
り
上
げ
、

文
学
的
な
「
読
み
」
を
学
ぶ
上
で
、「
羅
生
門
」
が
書
か
れ
た
時
代
の

語
の
用
法
や
意
味
を
知
る
重
要
性
を
示
す
。
本
稿
の
内
容
は
、
次
の
よ

う
な
流
れ
で
進
め
る
。

文
学
教
材
に
お
け
る
語
彙
の
指
導
に
関
し
て

　
　―

教
材「
羅
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①
国
語
の
分
野
に
お
け
る
学
習
指
導
要
領
の
改
訂

②
高
等
学
校
教
科
書
「
国
語
総
合
」
の
役
割

③
文
学
教
材
と
し
て
の
「
羅
生
門
」
の
先
行
研
究

④
語
彙
教
材
と
し
て
の
「
羅
生
門
」
の
先
行
研
究

⑤
「
羅
生
門
」
に
お
け
る
「
全
然
」
の
用
法

⑥
「
羅
生
門
」
に
お
け
る
「
全
然
」
の
指
導
法

「
読
み
」
を
主
体
と
し
た
文
学
教
材
の
中
で
、
い
か
な
る
語
を
い
か

に
学
ぶ
こ
と
が
必
要
か
を
探
る
の
が
、
本
稿
の
目
的
で
あ
る
。

二
　
学
習
指
導
要
領
改
訂
の
方
針

平
成
二
十
一
年
三
月
の
学
習
指
導
要
領
改
訂
に
よ
り
、
国
語
の
分
野

で
は
、言

葉
を
通
し
て
的
確
に
理
解
し
、
論
理
的
に
思
考
し
表
現
す
る
能

力
、
互
い
の
立
場
や
考
え
を
尊
重
し
て
言
葉
で
伝
え
合
う
能
力
を

育
成
す
る
こ
と
や
、
我
が
国
の
言
語
文
化
に
触
れ
て
感
性
や
情
緒

を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
重
視
す
る
。

と
い
う
点
が
強
調
さ
れ
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
、
学
習
指
導
要
領
に
は
国

語
に
関
す
る
改
善
の
具
体
的
事
項
が
、
中
学
校
・
高
等
学
校
の
段
階
ご

と
に
示
さ
れ
た
。
高
等
学
校
で
は
、
国
語
の
各
種
類
の
教
科
書
ご
と
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
　
　
　

今
回
扱
う
「
羅
生
門
」
が
収
載
さ
れ
て
い
る
「
国
語
総
合
」
に
関
し

て
は
『
高
等
学
校
学
習
指
導
要
領
解
説
　
国
語
編
』
の
中
で
、

（
ア
）「
国
語
総
合
」
は
、
現
行
の
「
国
語
総
合
」
の
内
容
を
改
善

し
た
も
の
と
す
る
。
実
社
会
で
活
用
で
き
る
国
語
の
能
力
を
身

に
着
け
る
た
め
、
話
す
こ
と
・
聞
く
事
、
書
く
こ
と
及
び
読
む

こ
と
の
学
習
が
総
合
的
に
行
わ
れ
る
よ
う
、
内
容
を
改
善
す
る
。

　
　
そ
の
際
、
特
に
、
文
章
や
資
料
等
を
的
確
に
理
解
し
、
論
理
的

に
考
え
、
話
し
た
り
書
い
た
り
す
る
能
力
を
育
成
す
る
こ
と
や
、

わ
が
国
の
言
語
文
化
を
享
受
し
継
承
・
発
展
さ
せ
る
態
度
の
育

成
を
通
し
て
、
感
性
や
情
緒
を
は
ぐ
く
む
こ
と
を
重
視
す
る
。三

頁

と
あ
る
。
こ
の
改
訂
を
踏
ま
え
本
稿
で
は
「
羅
生
門
」
の
語
彙
の
指
導

法
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

三
　「
羅
生
門
」
の
教
材
と
し
て
の
意
義

芥
川
龍
之
介
著
『
羅
生
門
』（
大
正
四
年
　
一
九
一
五
）
は
、
昭
和

三
十
一
（
一
九
五
六
）
年
、
高
等
学
校
国
語
科
の
教
科
書
に
採
用
さ
れ
、

以
来
、
高
等
学
校
に
お
け
る
文
学
教
材
と
し
て
、
ゆ
る
ぎ
な
い
地
位
を

保
ち
続
け
て
い
る
。

「
羅
生
門
」
は
、
高
等
学
校
の
国
語
教
材
の
中
で
、
現
代
文
「
小
説
」

に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
本
作
は
、
教
材
と
し
て
の
分
量
が
適
度
で
、
ま

た
、
登
場
人
物
の
心
理
の
読
み
取
り
や
そ
の
主
題
を
考
え
る
、
い
わ
ゆ
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3

文学教材における語彙の指導に関して

る
「
読
む
」
指
導
法
を
実
践
で
き
る
格
好
の
教
材
で
あ
る
。
学
習
指
導

要
領
に
は
、
読
書
の
指
導
教
材
と
し
て
、

教
材
に
つ
い
て
は
、
我
が
国
に
お
い
て
継
承
さ
れ
て
き
た
言
語
文

化
に
親
し
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
長
く
読
ま
れ
て
い
る
古
典
や

近
代
以
降
の
作
品
な
ど
を
、
子
ど
も
た
ち
の
発
展
の
段
階
に
応
じ

て
取
り
上
げ
る
よ
う
に
す
る
。

と
あ
る
。「
羅
生
門
」
は
、
ま
さ
に
そ
の
意
を
汲
ん
だ
作
品
で
あ
り
、

高
等
学
校
の
「
読
み
」
の
教
材
と
し
て
不
動
の
地
位
を
占
め
て
い
る
。

『
羅
生
門
』
に
は
、
膨
大
な
研
究
論
文
が
あ
り
、
そ
の
中
に
は
、
文

学
教
材
と
し
て
「
羅
生
門
」
を
ど
う
扱
う
か
と
い
う
論
文
も
多
数
み
ら

れ
る
。
関
口
安
義
（
一
九
九
九
）
で
は
、
本
作
品
の
教
材
的
価
値
を
「
こ

れ
が
完
成
度
の
高
い
短
編
小
説
だ
と
い
う
こ
と
に
あ
る
（
一
六
三
頁
）」、

そ
し
て
「
四
百
字
詰
原
稿
用
紙
で
十
六
枚
、
教
科
書
に
全
文
採
用
す
る

小
説
と
し
て
、
長
さ
の
点
で
も
申
し
分
な
い
の
で
あ
る
（
一
六
六
頁
）」

と
、
教
科
書
に
収
録
し
や
す
い
教
材
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
ま
た
、

「
読
み
」
を
学
ぶ
文
章
と
し
て
「
起
承
転
結
の
構
成
」
が
は
っ
き
り
し

て
い
る
点
、「
学
習
者
の
問
題
意
識
を
喚
起
さ
せ
、
批
評
意
識
の
養
成

に
役
立
つ
」
と
い
う
点
な
ど
を
述
べ
、「
羅
生
門
」
の
教
材
と
し
て
の

価
値
を
評
価
す
る
。
　

田
中
実
（
一
九
九
六
）
で
は
、「
羅
生
門
」
の
教
材
と
し
て
の
価
値

を
「
芥
川
の
小
説
の
主
眼
は
登
場
人
物
ど
う
し
の
対
立
（
ド
ラ
マ
）
で

あ
る
よ
り
、
そ
う
し
た
人
物
を
〈
語
り
手
〉
が
ど
の
よ
う
に
捉
え
、
批

評
し
て
い
く
の
か
に
特
徴
が
あ
る
と
私
は
考
え
る
（
四
〇
頁
上
段
）」

と
、
物
語
を
客
観
視
す
る
〈
語
り
手
〉
の
存
在
か
ら
考
察
を
行
う
。
そ

の
他
、
門
に
張
り
付
い
た
「
蟋
蟀
（
き
り
ぎ
り
す
）」
が
何
を
表
象
す

る
か
、
ま
た
最
後
の
文
脈
「
下
人
の
行
方
は
誰
も
知
ら
な
い
」
に
焦
点

を
当
て
た
論
考
等
、
文
脈
の
中
で
暗
示
さ
れ
る
事
柄
に
つ
い
て
の
細
か

い
研
究
も
見
ら
れ
る

1

。

こ
の
よ
う
に
「
羅
生
門
」
は
、「
読
み
」
と
い
う
観
点
か
ら
の
教
材

研
究
が
多
い
が
、
近
年
「
羅
生
門
」
の
語
彙
に
注
目
し
た
研
究
も
増
え

始
め
て
い
る
。

四
　「
羅
生
門
」
に
使
用
さ
れ
る
語
彙
の
先
行
研
究

「
羅
生
門
」
の
語
彙
研
究
と
し
て
、
甲
斐
睦
朗
（
一
九
七
三
）「
教
材

研
究
『
羅
生
門
』
│
教
科
書
の
注
記
を
中
心
と
し
て
│
」
が
あ
る
。
甲

斐
は
、
文
学
教
材
の
教
材
研
究
が
作
品
論
に
偏
っ
て
い
る
点
を
指
摘
し
、

次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

現
行
の
教
科
書
は
一
面
で
は
こ
と
ば
に
関
す
る
単
元
に
力
を
注

ぎ
、
巻
末
付
録
に
も
こ
と
ば
の
き
ま
り
な
ど
に
十
分
な
ス
ペ
ー
ス

を
提
供
し
て
い
な
が
ら
、
他
面
、
文
学
教
材
な
ど
で
は
も
っ
ぱ
ら
、

い
わ
ゆ
る
文
学
性
に
重
き
が
置
か
れ
、
言
葉
に
対
す
る
配
慮
が
欠

け
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

六
二
頁

（216）



長　崎　靖　子

4

そ
こ
で
甲
斐
は
、
三
種
の
教
科
書

2

を
資
料
に
、「
羅
生
門
」
の
注
記
に

関
し
、
形
式
と
数
量
の
観
点
か
ら
考
察
を
試
み
た
。
そ
し
て
、「
注
記

の
現
状
を
知
る
と
い
う
こ
と
は
、
と
り
も
な
お
さ
ず
そ
の
作
品
の
読
み

の
現
状
を
見
る
と
い
う
こ
と
」
で
あ
る
と
し
、
注
記
研
究
の
重
要
性
を

説
い
た
。

こ
の
他
、「
羅
生
門
」
の
注
記
に
着
目
し
た
論
考
に
、
山
森
泉

（
二
〇
〇
六
）「
教
科
書
所
収
の
「
羅
生
門
」
に
お
け
る
脚
注
の
比
較
│

学
生
の
語
彙
理
解
に
関
す
る
一
考
察
│
」
が
あ
る
。
山
森
は
こ
の
論
考

の
中
で
、
次
の
よ
う
な
比
較
を
行
っ
て
い
る
。

　
① 

学
習
指
導
要
領
の
改
訂
に
合
わ
せ
て
編
纂
さ
れ
た
同
一
出
版
社
の
教

科
書
四
冊
に
所
収
さ
れ
た
「
羅
生
門
」
の
脚
注
の
時
代
別
の
比
較

　
② 

平
成
十
八
年
度
使
用
の
五
社
の
教
科
書
に
お
け
る
「
羅
生
門
」
の

脚
注
語
彙
に
関
す
る
比
較

　
③
同
一
出
版
社
の
脚
注
以
外
の
語
句
の
扱
い
の
時
代
別
の
比
較

　
④
平
成
十
八
年
度
の
出
版
社
別
の
、
注
意
を
促
す
語
に
関
す
る
比
較

以
上
の
事
柄
を
比
較
・
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
山
森
は
「
現
場
の

教
師
た
ち
が
生
徒
の
語
彙
力
低
下
を
実
感
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
教
科
書
に
お
け
る
脚
注
は
語
彙
力
低
下
に
対
応
し
て
い
る
と
は
言

い
が
た
い
現
状
で
あ
る
（
一
四
八
頁
）」、
ま
た
「
注
意
す
べ
き
語
句
の

比
較
で
は
教
科
書
間
の
一
致
率
が
低
く
、
共
通
の
教
材
で
も
語
彙
の
捉

え
方
に
大
き
な
差
が
あ
る
（
一
四
八
頁
）」
と
述
べ
る
。
山
森
の
調
査

か
ら
、「
羅
生
門
」
に
ど
の
よ
う
な
脚
注
を
付
け
る
か
は
、
高
校
生
の

語
彙
理
解
の
実
態
を
、
さ
ら
に
調
査
・
分
析
し
、
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
る
。

注
記
の
研
究
と
共
に
、「
羅
生
門
」
の
語
彙
全
体
を
調
査
し
た
研
究

に
、
河
内
昭
浩
（
二
〇
一
二
、二
〇
一
六
） 「
教
材
「
羅
生
門
」
の
語
彙

研
究
」、「
語
彙
に
注
目
し
た
「
羅
生
門
」
の
指
導
」
が
あ
る
。
河
内

（
二
〇
一
二
）
で
は
、
国
立
国
語
研
究
所
の
「
現
代
日
本
語
書
き
言
葉

均
衡
コ
ー
パ
ス
」（B

C
C

W
J

）
とB

C
C

W
J

内
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
教

科
書
コ
ー
パ
ス

3

」
を
利
用
し
て
、「
羅
生
門
」
の
語
彙
の
分
析
を
行
っ

て
い
る
。
河
内
の
論
考
で
は
、
ま
ず
山
森
（
二
〇
〇
六
）
で
使
用
さ
れ

た
平
成
十
八
年
度
使
用
教
科
書
会
社
五
社
の
語
注
を
取
り
上
げ
、
流
通

実
態
（
図
書
館
）
サ
ブ
コ
ー
パ
ス

4

の
語
彙
レ
ベ
ル
（
度
数
降
順
の
累
積

使
用
率
に
よ
る
ａ
〜
ｅ
ま
で
の
段
階
　
以
下
「
レ
ベ
ル_L

B

」）
と
教

材
「
羅
生
門
」
の
語
注
の
相
関
関
係
を
考
察
す
る
。
そ
し
て
、
語
注
の

多
く
が
「
レ
ベ
ル_L

B

」
の
下
位
に
相
当
す
る
こ
と
を
示
す
。
次
に
、

教
材
「
羅
生
門
」
全
体
の
語
彙
と
「
レ
ベ
ル_L

B

」
と
の
相
関
に
つ
い

て
調
査
し
、「
羅
生
門
」
の
語
が
全
体
に
「
レ
ベ
ル_L

B

」
の
上
位
に

位
置
す
る
こ
と
を
示
し
、
上
位
語
の
多
さ
、
す
な
わ
ち
現
代
で
も
使
用

頻
度
の
多
い
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、「「
羅
生
門
」
が
定
番

教
材
と
し
て
長
く
読
み
継
が
れ
て
い
る
こ
と
と
は
無
関
係
で
な
い
と
思

わ
れ
る
（
一
九
七
頁
）」
と
推
測
す
る
。
ま
た
、「
レ
ベ
ル_L

B

」
の
下

位
に
分
類
さ
れ
る
語
彙
の
中
に
「
教
師
が
、
生
徒
が
「
知
ら
な
い
」
な

ど
と
は
思
い
も
よ
ら
な
い
語
彙
が
見
ら
れ
る
」
と
し
、「
教
師
が
そ
の
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こ
と
を
見
過
ご
し
て
い
る
た
め
に
、
生
徒
の
読
解
に
支
障
を
き
た
し
て

い
る
恐
れ
が
あ
る
（
一
九
七
頁
）」
と
述
べ
る
。

河
内
（
二
〇
一
六
）
で
は
、
学
習
指
導
要
領
の
変
更
に
伴
い
、
改
訂

が
行
わ
れ
た
現
行
の
教
科
書
九
冊
か
ら
、
新
た
に
「
羅
生
門
」
の
脚
注

欄
の
語
彙
を
取
り
出
し
、
こ
れ
ら
を
注
釈
語
句
、
学
習
語
句
に
分
類
す

る
。
そ
し
て
ま
ず
、
注
釈
語
句
に
関
し
、
各
教
科
書
に
お
け
る
異
な
り

を
分
析
し

5

、
そ
の
上
で
脚
注
欄
に
置
く
べ
き
語
彙
の
選
定
に
関
す
る
提

案
を
次
の
よ
う
に
示
し
て
い
る
。

① 

作
品
固
有
の
難
解
語
…
注
釈
が
な
い
と
そ
の
作
品
の
読
解
に
支

障
が
あ
る
語
。
例
え
ば
「
黒
洞
々
た
る
夜
」
は
、
下
人
の
心
情

や
作
品
の
主
題
に
つ
な
が
る
語
で
あ
る
。
し
か
し
一
般
の
辞
書

に
は
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
語
は
注
釈
を
施
す
必
要

が
あ
る
。

② 

文
化
語
…
作
品
の
読
解
に
必
要
と
ま
で
は
い
え
な
く
て
も
文
化

度
の
高
い
語
。

五
七
頁

脚
注
欄
の
語
彙
選
定
で
は
、
河
内
（
二
〇
一
二
）
で
も
使
用
し
た
「
現

代
日
本
語
書
き
言
葉
均
衡
コ
ー
パ
ス
」（B

C
C

W
J

）
に
お
け
る
出
現
状

況
を
客
観
的
指
標
と
し
て
い
る
。
結
果
と
し
て
、
脚
注
語
彙
の
中
で
も
、

注
釈
語
句
に
つ
い
て
は
「
現
代
語
で
の
流
通
が
少
な
く
、
古
典
由
来
の

語
句
が
多
く
、
ま
た
教
科
書
の
違
い
に
よ
る
差
異
も
小
さ
い
」
と
す
る
。

一
方
学
習
語
句
に
関
し
て
は
、
そ
の
選
定
方
針
が
教
科
書
に
よ
っ
て

異
な
る
と
し

6

、
学
習
語
句
の
選
定
を
次
の
よ
う
に
分
類
す
る
。

③ 

理
解
語
…
学
習
者
に
と
っ
て
難
解
だ
が
、
社
会
生
活
を
営
む
上

で
理
解
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
語
句
。
か
つ
、
作
品
読

解
に
お
い
て
意
味
調
べ
の
学
習
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

語
句
。

④ 

表
現
語
…
社
会
生
活
を
営
む
上
で
必
要
性
が
高
い
が
、
日
常
的

に
学
習
者
が
表
現
に
使
用
す
る
機
会
は
少
な
い
語
句
。
短
文
作

成
な
ど
の
学
習
が
有
効
だ
と
考
え
ら
れ
る
語
句
。

五
八
頁

ま
た
選
定
基
準
を

• 「
図
書
館
サ
ブ
コ
ー
パ
ス
」
ｄ
・
ｅ
＋
「Yah

oo!

知
恵
袋
サ
ブ

コ
ー
パ
ス
」
ｄ
・
ｅ
↓
理
解
語

• 「
図
書
館
サ
ブ
コ
ー
パ
ス
」
ａ
・
ｂ
＋
「Yah

oo!

知
恵
袋
サ
ブ

コ
ー
パ
ス
」
ｄ
・
ｅ
↓
表
現
語

五
九
頁

に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
の
語
を
「
羅
生
門
」
の
中
か
ら
具
体
的
に
抽
出
し

て
い
る

7

。

さ
て
、
本
稿
で
目
的
と
す
る
副
詞
「
全
然
」
は
、
河
内
（
二
〇
一
二
）

の
調
査
の
中
で
は
「
レ
ベ
ル_L

B

」
の
ａ
に
含
ま
れ
る
、
い
わ
ゆ
る

使
用
頻
度
の
高
い
語
と
さ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
注
記
や
学
習
語
句
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し
、「
羅
生
門
」
の
「
全
然
」

の
用
法
は
、
現
代
の
規
範
意
識
と
は
異
な
り
、
注
意
を
促
す
必
要
が
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あ
る
。

五
　「
羅
生
門
」
に
見
る
「
全
然
」
の
意
味

「
羅
生
門
」
の
「
全
然
」
の
用
法
は
、
近
年
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る

「「
全
然
」＋
肯
定
」
に
関
す
る
問
題
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る
。「
羅
生
門
」

の
中
で
、「
全
然
」
は
次
の
二
か
所
に
使
用
さ
れ
る
（『
精
選
国
語
総
合
』

大
修
館
書
店
よ
り
引
用
。
引
用
部
の
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
。
以
下
同
。）。

１
． 

下
人
は
初
め
て
明
白
に
、
こ
の
老
婆
の
生
死
が
、
全
然
、
自
分

の
意
志
に
支
配
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
識
し
た
。

２
． 

そ
う
し
て
、
ま
た
、
さ
っ
き
こ
の
門
の
上
へ
上
が
っ
て
、
こ
の

老
婆
を
捕
ら
え
た
時
の
勇
気
と
は
、
全
然
、
反
対
な
方
向
に
動

こ
う
と
す
る
勇
気
で
あ
る
。

１
．の
場
面
は
、
老
婆
を
捕
ら
え
た
下
人
が
老
婆
の
生
死
が
す
べ
て

自
分
の
意
の
ま
ま
に
動
く
と
い
う
こ
と
を
悟
り
、
老
婆
に
対
す
る
憎
悪

の
心
を
冷
ま
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
場
面
で
あ
る
。
２
．は
、
下
人
が

老
婆
を
捕
ら
え
た
と
き
の
正
義
か
ら
生
ま
れ
た
勇
気
と
は
真
逆
の
方
向

の
勇
気
、
す
な
わ
ち
盗
人
に
な
る
と
い
う
道
へ
踏
み
出
す
勇
気
が
生
ま

れ
た
と
い
う
場
面
で
あ
り
、
ど
ち
ら
も
、
下
人
の
心
情
が
大
き
く
変
化

す
る
「
読
み
」
の
学
習
に
重
要
な
場
面
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
場
面
の

「
全
然
」
は
、「「
全
然
」＋
肯
定
」
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
現
在
で
は
違

和
感
が
持
た
れ
る
用
法
で
あ
る
。

六
　
副
詞
「
全
然
」
の
用
法
に
関
す
る
規
範
意
識

近
年
、
若
者
が
「
全
然
大
丈
夫
」「
全
然
い
い
ね
」
な
ど
の
「「
全

然
」
＋
肯
定
」
を
使
用
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
一
方

で
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
「
羅
生
門
」
で
使
用
さ
れ
る
「「
全
然
」＋
肯

定
」
の
用
法
に
は
違
和
感
を
持
つ
学
生
が
多
い
。
筆
者
は
、
大
学
の
授

業
「
日
本
語
学
」
の
中
で
、「
全
然
」
の
用
法
を
取
り
上
げ
、
現
代
の

大
学
生
が
「
全
然
」
の
使
用
に
対
し
、
ど
の
よ
う
な
規
範
意
識
を
持
っ

て
い
る
か
と
い
う
調
査
を
行
っ
て
い
る
。
調
査
法
は
、
明
治
・
大
正
期

に
使
用
さ
れ
て
い
た
「「
全
然
」＋
肯
定
」
の
文
を
挙
げ
、「
次
の
文
の

中
で
「
全
然
」
の
使
い
方
が
正
し
い
と
思
う
も
の
に
は
○
、
間
違
っ
て

い
る
と
思
う
場
合
は
×
、
判
断
が
付
か
な
い
場
合
は
△
を
付
け
て
下
さ

い
。」
と
問
う
も
の
で
あ
る
。
例
文
は
次
の
八
つ
で
あ
る
（
新
野
直
哉

（
一
九
九
七
）「「〝
全
然
〞＋
肯
定
」
に
つ
い
て
」
で
取
り
上
げ
た
用
例

を
参
考
に
作
成
し
た
）。

①
発
想
が
全
然
違
う
。

②
相
手
を
全
然
無
視
す
る
。

③
身
元
は
全
然
不
明
だ
。

④
心
身
は
全
然
健
康
だ
。

⑤
形
勢
は
全
然
有
利
だ
。
　

⑥
全
然
新
た
な
基
準
を
決
め
る
。

⑦
全
然
そ
の
趣
旨
に
賛
成
で
あ
る
。
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⑧
方
針
は
全
然
同
一
で
あ
る
。

結
果
は
表
１
に
示
す
。
尚
、
二
〇
一
一
年
に
行
っ
た
同
様
の
調
査
結

果
（
表
２
）
も
示
し
て
お
く
。

こ
の
結
果
か
ら
、
①
の
用
例
以
外
は
、
間
違
っ
て
い
る
と
い
う
学
生

が
多
い
こ
と
が
わ
か
る
。
現
代
で
は
「
全
然
大
丈
夫
」「
全
然
い
い
」「
全

然
Ｏ
Ｋ
」
と
い
う
「「
全
然
」＋
肯
定
」
が
使
用
さ
れ
る
が
、
そ
の
一
方

で
、
明
治
・
大
正
期
に
使
用
さ
れ
た
「「
全
然
」
＋
肯
定
」
に
は
違
和

感
を
持
つ
学
生
が
多
く
、
本
調
査
の
結
果
か
ら
も
、
規
範
と
し
て
は
、

や
は
り
「
全
然
は
否
定
と
結
び
つ
く
」
と
い
う
意
識
を
持
っ
て
い
る
と

い
え
よ
う
。

七
　「「
全
然
」＋
肯
定
」
の
用
法
に
関
し
て

「
全
然
」
の
用
法
に
関
し
て
は
、
近
年
様
々
な
論
考
が
な
さ
れ
て
い

る
。
新
野
直
哉
（
二
〇
〇
〇
）「
近
年
の
、「〝
全
然
〞
＋
肯
定
」
関
係

の
文
献
に
つ
い
て
」
で
は
、
副
詞
「「
全
然
」＋
肯
定
」
に
関
す
る
三
〇

近
く
の
論
考
を
年
代
順
に
記
し
て
い
る

8

。
研
究
の
流
れ
は
、
学
校
教
育

の
中
で
規
範
意
識
と
し
て
育
て
ら
れ
た
「
全
然
は
否
定
と
結
び
つ
く
」

副
詞
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
迷
信
で
あ
り
、
明
治
か
ら
大
正
、
昭
和
の

前
半
ま
で
は
、「「
全
然
」＋
肯
定
」
が
普
通
に
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
、

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
否
定
と
結
び
つ
く
意
識
が
生
ま
れ
た
こ
と
、

但
し
、
現
代
の
「「
全
然
」＋
肯
定
」
は
、
明
治
・
大
正
時
代
の
使
用
と

表 2　「全然」＋肯定に関する調査　（2011）（32 名）

使い方
全然の用法

正しい 判断が
付かない 間違い

①発想が全然違う。 32  0  0

②相手を全然無視
　する。  0  5 27

③身元は全然不明だ。  3 10 19

④心身は全然健康だ。  3  6 23

⑤形勢は全然有利だ。  5  5 22

⑥全然新たな基準
　を決める。  1  1 30

⑦全然その趣旨に
　賛成である。  5  5 22

⑧方針は全然同一で
　ある。  2  8 22

表 1　「全然」＋肯定に関する調査　（2016）（32 名）

使い方
全然の用法

正しい 判断が
付かない 間違い

①発想が全然違う。 30  1  1

②相手を全然無視
　する。  0  2 30

③身元は全然不明だ。  3  6 23

④心身は全然健康だ。  7  6 19

⑤形勢は全然有利だ。  7  7 18

⑥全然新たな基準を
　決める。  2  2 28

⑦全然その趣旨に
　賛成である。  7  3 22

⑧方針は全然同一で
　ある。  2  6 24
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は
趣
を
異
に
す
る
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
も
「
全

然
」
に
関
す
る
論
考
は
進
み
、
最
近
は
、「
全
然
」
の
用
法
に
対
す
る

規
範
意
識
の
変
化
が
、
い
つ
ご
ろ
か
ら
生
ま
れ
始
め
た
の
か
、
ま
た
個

別
の
人
物
の
意
識
変
化
か
ら
探
る
研
究
や
、
あ
る
い
は
中
国
語
に
お
け

る
「
全
然
」
の
使
用
に
関
す
る
論
考
な
ど
も
見
ら
れ
る

9

。
こ
の
よ
う
に

「
全
然
」
の
用
法
に
関
す
る
研
究
は
、
現
在
も
進
行
中
で
あ
る
。
そ
し
て
、

国
語
辞
書
の
語
釈
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。

八
　
国
語
辞
書
に
お
け
る
「
全
然
」
の
記
述

近
年
の
小
型
国
語
辞
書
三
書
を
見
る
と
、「
全
然
」
は
次
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
る
（
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
）。

❶
《
下
に
否
定
的
な
表
現
を
伴
っ
て
》
全
面
的
な
否
定
を
表
す
。
ち
っ

と
も
。
ま
る
で
。
ま
っ
た
く
。「
意
味
が
│
分
か
ら
な
い
」「
│
い
い
と

こ
ろ
が
な
い
」「
そ
ん
な
心
配
は
│
不
要
だ
」「
│
だ
め
だ
」　
も
と
肯

定
表
現
で
、
ま
っ
た
く
、
ま
る
っ
き
り
の
意
で
も
使
っ
た
。「
三
人
が

│
翻
訳
権
を
与
次
郎
に
「
委
任
す
る
事
に
し
た
〈
漱
石
〉」
❷
〔
俗
〕

程
度
の
差
が
明
ら
か
で
あ
る
さ
ま
。
断
然
。「
こ
っ
ち
の
方
が
│
大
き

い
」「
私
よ
り
も
│
若
く
見
え
る
」
❸
〔
俗
〕（
否
定
的
な
状
況
や
懸
念

を
く
つ
が
え
す
気
持
ち
で
）
全
く
問
題
な
く
「
│
平
気
だ
よ
」

『
明
鏡
国
語
辞
典
』
第
二
版
（
二
〇
〇
九
）

（
副
）
①
〔
下
に
打
ち
消
し
や
「
ち
が
う
・
別
だ
」
な
ど
の
こ
と
ば

が
続
い
て
〕
す
こ
し
も
。
ま
る
で
。「
何
が
あ
っ
た
か
│
知
ら
な
い
・

あ
い
つ
は
│
だ
め
だ
」
②
完
全
に
。
す
っ
か
り
。「
│
言
い
が
か
り
と

い
う
も
の
だ
・
鼻
が
│
つ
ま
っ
ち
ゃ
っ
て
る
ね
」
▽
〔
①
の
用
法
だ
け

が
本
来
と
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
戦
前
か
ら
①
②
の
用
法
が
共
に
使

わ
れ
た
。
戦
後
①
が
特
に
広
ま
っ
た
〕
③
〔
話
〕
ほ
か
と
く
ら
べ
て
、

断
然
。「
い
つ
も
の
授
業
と
ち
が
っ
て
│
楽
し
か
っ
た
」
④
〔
話
〕
心

配
す
る
必
要
が
な
い
、
問
題
が
な
い
、
と
い
う
こ
と
を
表
わ
す
。「『
こ

の
服
、
変
じ
ゃ
な
い
か
な
』『
う
う
ん
、
│
か
わ
い
い
よ
』・
『
行
っ
て

も
い
い
で
す
か
？
』『
│
来
て
く
だ
さ
い
』」

『
三
省
堂
国
語
辞
典
』
第
七
版
（
二
〇
一
四
）

（
副
）〔
否
定
表
現
と
呼
応
し
て
〕
あ
ら
ゆ
る
点
か
ら
見
て
、
そ
の
否

定
的
な
状
態
が
認
め
ら
れ
る
意
を
表
す
。「
│
変
わ
ら
な
い
／
│
な
っ

て
い
な
い
／
│
だ
め
だ
／
こ
の
と
こ
ろ
売
上
げ
が
│
だ
〔
＝
ま
っ
た
く

良
く
な
い
〕〔
古
く
か
ら
あ
っ
た
否
定
表
現
を
伴
わ
ず
「
非
常
に
」
の

意
を
表
す
用
法
も
最
近
は
多
く
な
っ
た
。
例
、「
│
お
も
し
ろ
い
」〕

『
新
明
解
国
語
辞
典
』
第
七
版
（
二
〇
一
二
）

辞
書
に
よ
る
書
き
方
や
考
え
方
の
違
い
は
あ
る
が
、
傍
線
に
示
し
た

よ
う
に
、
各
辞
書
と
も
、「
全
然
」
が
古
く
は
肯
定
文
に
も
使
用
さ
れ

て
い
た
と
い
う
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
同
じ
辞
書
で
も
『
明
鏡
国
語
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文学教材における語彙の指導に関して

辞
典
』
初
版
（
二
〇
〇
三
）
で
は
傍
線
部
の
記
述
は
な
い
。『
三
省
堂

国
語
辞
典
』
第
六
版
（
二
〇
〇
八
）
で
は
、
傍
線
部
は
「
②
完
全
に
。

す
っ
か
り
。「
│
支
配
さ
れ
て
い
る
」」
と
あ
る
が
、
▽
以
下
の
〔
〕
内

の
記
述
は
な
い
。
ま
た
『
新
明
解
国
語
辞
典
』
第
六
版
（
二
〇
〇
五
）

で
は
、
傍
線
部
は
「〔
俗
に
、
否
定
表
現
を
伴
わ
ず
「
非
常
に
」
の
意

に
も
用
い
ら
れ
る
。
例
、「
│
お
も
し
ろ
い
」〕」
と
書
か
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
以
前
の
辞
書
に
は
、
古
く
「「
全
然
」＋
肯
定
」
の
用
法

が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の
刊
行
年
が

異
な
る
辞
書
の
内
容
比
較
か
ら
、
近
年
の
「
全
然
」
に
関
す
る
研
究

が
、
現
代
の
辞
書
の
語
釈
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。
し
か
し
そ
う
は
い
っ
て
も
、「
全
然
」
の
辞
書
の
語
釈
は
、
や

は
り
筆
頭
に
否
定
と
結
び
つ
く
と
い
う
意
味
を
載
せ
て
お
り
、「
全
然
」

が
否
定
と
結
び
つ
く
規
範
意
識
は
、
い
ま
だ
に
根
強
い
こ
と
が
わ
か
る
。

一
方
、
明
治
期
の
漢
語
辞
典
に
は
、「
全
然
」
の
意
味
は
次
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

•
イ
ツ
モ
カ
ワ
ラ
ズ

『
漢
語
文
章
大
全
漢
語
弁
解
』（
明
治
九
年
）

•
ス
キ
ト
。
其
マ
丶

　
　
　
　
　
　
　
　
　『
雅
俗
漢
語
訳
解
』（
明
治
十
一
年
）

•
マ
ル
で
。
マ
ル
ツ
キ
リ『

漢
語
故
諺
熟
語
大
辞
林
』（
明
治
三
十
四
年
）

•
マ
ル
デ
ノ
コ
ラ
ズ

『
新
編
漢
語
辞
林
』（
明
治
三
十
七
年
）

右
記
の
よ
う
に
、
明
治
期
の
漢
語
辞
典
の
中
で
は
、「
全
然
」
が
否

定
と
結
び
つ
く
副
詞
で
あ
る
と
記
さ
れ
て
い
る
も
の
は
な
い
。
先
に
述

べ
た
よ
う
に
、
現
代
の
辞
書
も
、
近
年
で
は
「
全
然
」
が
古
く
は
肯
定

文
と
も
結
び
つ
く
用
法
が
一
般
的
で
あ
っ
た
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。

し
か
し
「
六
　
副
詞
「
全
然
」
の
用
法
に
関
す
る
規
範
意
識
」
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
か
ら
見
る
と
、
や
は
り
現
代
で
は
「
全
然
」
が
否
定

と
結
び
つ
く
語
と
い
う
規
範
意
識
が
強
く
働
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
つ
ま
り
、
近
年
の
研
究
は
国
語
辞
書
の
記
述
に
影
響
を
与
え
て
い

て
も
、
学
校
教
育
に
お
け
る
国
語
の
語
彙
指
導
の
中
に
は
、
十
分
に
生

か
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
が
い
え
よ
う
。

九
　
明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
の
「
全
然
」
の
用
法
の
指
導
法

で
は
、
実
際
に
「
羅
生
門
」
の
語
彙
指
導
の
中
で
、「
全
然
」
の
用

法
を
ど
の
よ
う
に
指
導
し
て
い
け
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
ポ
イ
ン
ト
は
、

明
治
か
ら
昭
和
前
期
に
は
「
全
然
」
が
肯
定
文
に
も
否
定
文
に
も
一
般

的
に
使
用
さ
れ
て
お
り
、
現
代
の
よ
う
に
「
否
定
と
呼
応
す
る
」
と
い

う
規
範
意
識
が
な
か
っ
た
と
理
解
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
た
め
に
、
ま
ず
「
羅
生
門
」
の
「
全
然
」
が
使
用
さ
れ
る
場
面

で
、「
全
然
」
の
用
法
に
対
し
注
意
を
促
す
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、

同
時
代
の
作
品
の
「
全
然
」
の
使
用
を
提
示
し
、「「
全
然
」＋
肯
定
」
が
、
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当
時
の
一
般
的
な
用
法
で
あ
っ
た
こ
と
を
確
認
さ
せ
る
。
例
え
ば
、
次

の
よ
う
に
明
治
期
か
ら
昭
和
前
期
の
小
説
に
見
る
「
全
然
」
と
肯
定
文
、

否
定
文
の
用
例
を
用
意
し
て
お
き
、
ま
ず
芥
川
龍
之
介
の
他
の
作
品
の

「
全
然
」
の
用
例
を
提
示
す
る
。

① 

彼
等
は
、
そ
れ
を
全
然
五
位
の
悟
性
に
、
欠
陥
が
あ
る
か
ら
だ
と
、

思
っ
て
い
る
ら
し
い
。

『
芋
粥
』
大
５

② 

不
幸
に
し
て
近
江
屋
平
吉
に
は
、
全
然
さ
う
云
ふ
意
味
が
通
じ
な

か
つ
た
も
の
ら
し
い
。

『
戯
作
三
昧
』
大
６

次
に
、
明
治
か
ら
昭
和
前
期
ま
で
の
他
の
作
家
の
「
全
然
」
の
用
例

を
提
示
す
る
。

③ 

人
間
の
用
う
る
国
語
は
全
然
模
倣
主
義
で
伝
習
す
る
も
の
で
あ

る
。

④ 

但
し
全
然
分
ら
ん
で
は
気
が
す
ま
ん
か
ら
勝
手
な
註
釈
を
つ
け
て

わ
か
っ
た
顔
だ
け
は
す
る
。夏

目
漱
石
　『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
』
明
38

⑤ 

若
し
女
性
が
今
の
文
化
の
制
度
を
肯
定
し
て
、
全
然
そ
れ
に
順
応

す
る
こ
と
が
出
来
た
と
し
て
も

⑥ 

真
四
角
な
建
築
物
一
つ
に
も
そ
こ
に
個
性
の
表
現
が
全
然
な
い
と

い
う
こ
と
は
出
来
な
い
。有

島
武
夫
『
惜
し
み
な
く
愛
は
奪
う
』
大
６

⑦ 

私
に
は
今
ま
で
と
は
全
然
異
っ
た
意
味
を
持
つ
よ
う
に
な
り
出
し

た
の
で
あ
ろ
う
か
？

堀
辰
雄
『
風
立
ち
ぬ
』
昭
11
〜
12

⑧ 

数
人
の
も
の
が
懐
中
電
気
を
照
ら
し
な
が
ら
、
出
て
く
る
の
に
は

全
然
気
が
つ
か
ず
に
い
た
。

堀
辰
雄
『
美
し
い
村
』
昭
７

こ
の
よ
う
に
「
羅
生
門
」
の
「
全
然
」
の
用
法
に
注
目
さ
せ
た
上
で
、

芥
川
の
他
作
品
①
②
に
見
る
よ
う
な
肯
定
文
・
否
定
文
の
「
全
然
」
の

用
例
を
示
す
。
さ
ら
に
、
③
④
⑤
⑥
⑦
⑧
の
明
治
か
ら
昭
和
前
期
の
肯

定
文
・
否
定
文
に
見
ら
れ
る
「
全
然
」
の
用
例
を
提
示
す
る
と
、「
全
然
」

が
当
時
、
肯
定
文
に
も
否
定
文
に
も
使
用
さ
れ
る
語
で
あ
っ
た
こ
と
の

説
得
力
が
増
す
も
の
と
思
わ
れ
る
。

一
〇
　
文
学
教
材
に
お
け
る
語
の
指
導

以
上
「
全
然
」
を
例
に
、「
羅
生
門
」
の
語
彙
指
導
に
関
し
述
べ
て

き
た
。
教
材
と
し
て
の
「
羅
生
門
」
は
、
現
代
文
学
の
ジ
ャ
ン
ル
に
分

類
さ
れ
て
い
る
が
、
現
代
と
は
や
は
り
異
な
る
時
代
の
作
品
と
し
て
、

語
彙
指
導
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
も
、
現
代
も
使
用
頻
度
が
高
く
、

一
般
に
使
用
さ
れ
て
い
る
語
が
曲
者
で
あ
る
。
現
代
に
お
い
て
も
過
去

に
お
い
て
も
使
用
さ
れ
て
い
る
語
の
場
合
は
、
現
代
の
意
味
や
用
法
を

そ
の
ま
ま
当
て
は
め
ず
、
当
時
の
視
点
に
立
っ
て
テ
ク
ス
ト
を
読
み
解
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文学教材における語彙の指導に関して

い
て
い
く
注
意
が
求
め
ら
れ
よ
う
。

今
回
は
「
全
然
」
の
用
法
を
例
と
し
て
、「
羅
生
門
」
の
語
彙
指
導

を
述
べ
て
き
た
が
、「
羅
生
門
」
の
中
に
は
、
ま
だ
指
導
す
べ
き
と
考

え
ら
れ
る
語
が
見
ら
れ
る
。
そ
の
例
と
し
て
「
足
踏
み
」「
鴉
（
か
ら

す
）」
を
挙
げ
て
お
く
。

「
足
踏
み
」
は
、
河
内
（
二
〇
一
六
）
で
理
解
語
と
し
て
抽
出
さ
れ

た
語
彙
に
含
ま
れ
て
お
り
、
河
内
が
調
査
し
た
九
冊
の
教
科
書
に
は
、

学
習
語
句
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
な
い
語
で
あ
る
。「
羅
生
門
」

の
中
で
、
こ
の
「
足
踏
み
」
は
、
地
震
や
辻
風
、
火
事
や
飢
饉
に
よ
り
、

さ
び
れ
て
し
ま
っ
た
洛
中
の
「
羅
生
門
」
の
様
子
を
述
べ
る
場
面
に
使

用
さ
れ
て
い
る
。

　 

日
の
目
が
見
え
な
く
な
る
と
誰
で
も
気
味
を
悪
が
っ
て
、
こ
の
門
の

近
所
へ
は
足
踏
み
を
し
な
い
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
使
用
さ
れ
る
「
足
踏
み
」
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
二
版

（
二
〇
〇
一
）
の
「
⑦
あ
る
場
所
や
家
な
ど
に
足
を
踏
み
入
れ
る
こ

と
。
訪
問
、
で
い
り
。」
の
意
味
に
あ
た
る
。「
足
踏
み
を
し
な
い
」
で

使
用
さ
れ
る
こ
と
が
多
く
、
用
例
に
は
「
隠
者
は
人
間
へ
は
足
ぶ
み

を
せ
ず
」（『
中
華
若
木
詩
抄
』　
一
五
二
〇
頃
）、「
此
以
後
此
里
へ
是

を
恥
て
、
永
く
足
踏
（
ア
シ
ブ
ミ
）
し
給
わ
ぬ
や
う
に
」（『
傾
城
色
三

味
線
』　
一
七
〇
一
）、「
宗
次
郎
は
、
お
増
の
許
へ
足
踏
（
ア
シ
ブ
ミ
）

を
せ
ず
」（『
春
色
英
対
暖
語
』　
一
八
三
八
）
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、

現
代
で
は
ほ
と
ん
ど
使
用
さ
れ
て
い
な
い
用
法
で
あ
る
。「
足
踏
み
」

自
身
は
理
解
語
で
あ
っ
て
も
、
現
代
で
は
、「
足
踏
み
を
し
な
い
」
と

い
う
慣
用
表
現
は
、
ほ
ぼ
目
に
す
る
こ
と
が
な
い
。
従
っ
て
「
足
踏
み
」

に
関
し
て
は
、「
足
踏
み
を
し
な
い
」
と
い
う
慣
用
表
現
と
し
て
取
り

出
し
、
こ
れ
を
指
導
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

「
鴉
（
か
ら
す
）」
に
関
し
て
は
、
表
記
の
面
か
ら
注
意
を
促
す
必
要

が
あ
る
。「
鴉
（
か
ら
す
）」
は
、
教
科
書
に
よ
っ
て
は
「
か
ら
す
」
と

平
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
。
筆
者
が
調
査
し
た
二
十
種
類
の
教
科
書
の
中

で
は
「
鴉
（
か
ら
す
）」
が
十
一
種
、「
か
ら
す
」
が
九
種
で
あ
っ
た
。「
羅

生
門
」
に
見
る
カ
ラ
ス
は
「
鴉
（
か
ら
す
）」
と
表
記
す
べ
き
と
考
え
る
。

「
羅
生
門
」
の
カ
ラ
ス
は
、
次
の
よ
う
に
羅
生
門
に
捨
て
ら
れ
た
死
人

の
肉
を
、
群
れ
を
な
し
て
つ
い
ば
み
に
く
る
と
い
う
場
面
に
登
場
す
る
。

　 

そ
の
代
わ
り
ま
た
鴉か

ら
すが

ど
こ
か
ら
か
、
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
来
た
。

昼
間
見
る
と
、
そ
の
鴉か

ら
す

が
、
何
羽
と
な
く
輪
を
描
い
て
、
高
い
鴟し

尾び

の
周
り
を
鳴
き
な
が
ら
、
飛
び
回
っ
て
い
る
。
殊
に
門
の
上
の

空
が
、
夕
焼
け
で
あ
か
く
な
る
時
に
は
、
そ
れ
が
胡ご

ま麻
を
ま
い
た

よ
う
に
、
は
っ
き
り
見
え
た
。
鴉
は
、
も
ち
ろ
ん
、
門
の
上
に
あ

る
死
人
の
肉
を
、
啄つ

い
ばみ

に
来
る
の
で
あ
る
。

日
本
に
生
息
す
る
カ
ラ
ス
に
は
、
大
き
く
分
け
て
「
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ

ス
」
と
「
ハ
シ
ボ
ソ
ガ
ラ
ス
」
が
あ
り
、「
ハ
シ
ブ
ト
ガ
ラ
ス
」
は
、

高
い
木
の
あ
る
場
所
に
住
み
、
群
れ
を
な
す
習
性
が
あ
る
。
ま
た
ハ
シ

ボ
ソ
ガ
ラ
ス
よ
り
肉
食
系
と
さ
れ
る
。「
鴉
」
の
表
記
は
主
に
「
ハ
シ

ブ
ト
ガ
ラ
ス
」
を
指
す
。
群
れ
を
な
し
、
死
人
の
肉
を
食
ら
う
、
そ
の
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カ
ラ
ス
の
姿
を
も
っ
て
、
芥
川
は
「
鴉
」
と
表
記
し
た
の
で
は
あ
る
ま

い
か
。
と
す
れ
ば
、「
か
ら
す
」
と
い
う
平
仮
名
で
は
、
場
面
の
不
気

味
さ
を
十
分
に
表
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
教
科
書
に
作
品
を
載
せ
る
場

合
、
作
者
の
表
記
に
込
め
た
意
味
を
損
な
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
表
記

を
決
定
す
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
作
者
が
表
記
に
こ
め
た

意
味
も
含
め
、
文
学
教
材
の
「
読
み
」
の
指
導
は
行
わ
れ
る
べ
き
も
の

と
考
え
る
。

一
一
　
お
わ
り
に

今
回
は
文
学
教
材
の
語
の
指
導
に
お
け
る
注
意
事
項
を
、「
国
語
総

合
」
収
載
「
羅
生
門
」
の
「
全
然
」
か
ら
考
察
し
た
。
文
学
教
材
の
中

で
語
を
指
導
す
る
場
合
、
ま
ず
作
品
が
書
か
れ
た
時
代
と
当
時
の
語
の

用
法
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
ま
た
単
体
の
語
で
は
な
く
、
慣
用

的
な
表
現
と
し
て
、
現
代
と
使
用
の
違
い
は
な
い
か
ど
う
か
を
確
認
す

る
必
要
も
あ
る
。

表
記
に
関
し
て
も
、
作
者
は
表
記
に
意
味
を
込
め
て
い
る
場
合
が
あ

る
。
教
材
と
し
て
取
り
上
げ
る
際
、
読
み
や
す
さ
も
必
要
で
あ
ろ
う
が
、

表
記
を
改
変
す
る
こ
と
に
よ
り
作
者
の
意
図
が
伝
え
ら
れ
な
く
な
っ
て

は
意
味
が
な
い
。
文
学
を
教
材
と
し
て
取
り
入
れ
る
場
合
、
原
本
の
内

容
を
損
な
わ
ぬ
よ
う
細
心
の
注
意
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

 

（
教
授
　
日
本
語
学
）

注
（
１
） 

佐
々
木
秀
穂
（
二
〇
一
一
）「
授
業
を
通
し
て
更
新
さ
れ
る
作
品
の
よ

み
：
「
羅
生
門
」〈
き
り
ぎ
り
す
＝
老
婆
説
〉
を
め
ぐ
っ
て
」（
全
国
大

学
国
語
教
育
学
会
発
表
要
旨
集 

一
二
一
）、
悉
知 

由
紀
夫
（
二
〇
一
五
）

「『
羅
生
門
』「
下
人
の
行
方
」
と
「
下
人
の
心
」 

│
「
ま
だ
燃
え
て
ゐ
る

火
の
光
」
を
め
ぐ
っ
て
│
」（
国
語
論
集 

12
）
等
。

（
２
） 

甲
斐
の
調
査
し
た
教
科
書
は
次
の
通
り
で
あ
る
。「
新
編
現
代
国
語
改
訂

版
１
」（
三
省
堂
）、「
現
代
国
語
二
訂
版
１
」（
筑
摩
書
房
）、
高
等
学
校

現
代
国
語
改
訂
版
１
（
中
央
図
書
）

（
３
） 

田
中
牧
郎
・
近
藤
明
日
子
・
平
山
充
子
（
二
〇
一
一
）「
教
科
書
コ
ー
パ

ス
」、『
特
定
領
域
研
究
「
日
本
語
コ
ー
パ
ス
言
語
政
策
班
報
告
書
　
言
語

政
策
に
役
立
つ
コ
ー
パ
ス
を
用
い
た
語
彙
表
・
漢
字
表
等
の
作
成
と
活

用
』

（
４
） 

注
３
に
示
し
た
「
教
科
書
コ
ー
パ
ス
」
の
語
彙
表
に
は
、
メ
デ
ィ
ア
・
ジ
ャ

ン
ル
別
の
「
語
彙
レ
ベ
ル
」
が
示
さ
れ
て
い
る
（
度
数
降
順
の
累
積
使
用

率
に
よ
る
ａ
〜
ｅ
ま
で
の
段
階
）。
具
体
的
に
は
流
通
実
態
（
図
書
館
）

サ
ブ
コ
ー
パ
ス
に
含
ま
れ
る
書
籍
、
生
産
実
態
（
出
版
）
に
含
ま
れ
る
書

籍
・
雑
誌
・
新
聞
、
非
母
集
団
（
特
定
目
的
）
サ
ブ
コ
ー
パ
ス
に
含
ま
れ

るYah
oo!

知
恵
袋
・Yah

oo!

ブ
ロ
グ
等
。

（
５
） 

河
内
の
調
査
で
は
注
釈
語
句
の
異
な
り
は
四
三
語
。

（
６
） 

河
内
の
調
査
で
は
学
習
語
句
の
異
な
り
は
五
七
語

（
７
） 

具
体
的
な
語
は
次
の
通
り
で
あ
る
（
傍
線
の
語
は
学
習
語
句
一
覧
に
な
い

も
の
）。﹇
理
解
語
（
名
詞
）﹈
暮
れ
方
、
雨
や
み
、
仏
具
、
箔
、
日
の
目
、

足
ぶ
み
、
刻
限
、
格
別
、
衰
微
、
余
波
、
夕
闇
、
飢
え
死
に
、
横
着
、
大
儀
、

雨
風
、
中
段
、
う
み
、
た
だ
者
で
は
な
い
、
腐
乱
、
白
髪
頭
、
暫
時
、
床

板
、
語
弊
、
喉
仏
、
存
外
、
干
し
魚
、
冷
然
　﹇
表
現
語
（
名
詞
・
形
容
詞
・

形
容
動
詞
﹈
積
み
重
ね
る
、
転
が
る
、
追
い
出
す
、
う
か
が
う
、
見
上
げ
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文学教材における語彙の指導に関して

る
、
据
え
る
、
こ
ね
る
、
微
か
、
つ
ぶ
や
く
、
交
じ
る
、
顧
み
る
、
縮
め

る
、
突
き
つ
け
る
、
険
し
い
、
の
ぞ
き
込
む
、
見
回
す
、
薄
暗
い
、
あ
え

ぐ
、
お
ぼ
ろ
、
飛
び
上
が
る
、
つ
ま
ず
く
、
明
白
、
通
り
か
か
る
、
し
が

み
つ
く
、
う
ず
く
ま
る
、
燃
え
上
が
る
、
歩
み
寄
る
、
う
め
く
、
さ
え
る
、

冷
や
や
か
　
河
内
（
二
〇
一
六
）
の
五
九
頁
下
段
│
六
〇
頁
上
段
参
照

（
８
） 「〝
全
然
〞＋
肯
定
」
に
関
す
る
近
年
の
研
究
史
概
観
」『
現
代
日
本
語
に
お

け
る
進
行
中
の
変
化
の
研
究
│
「
誤
用
」「
気
づ
か
な
い
変
化
」
を
中
心

に
│
』（
二
〇
一
〇
）
一
四
六
頁
│
一
四
九
頁
参
照

（
９
） 

梅
林
博
人
（
二
〇
一
二
）「『
古
川
ロ
ッ
パ
昭
和
日
記
』
に
お
け
る
副
詞
「
全

然
」
の
用
法
│
言
語
変
化
の
過
渡
期
に
お
け
る
個
人
の
使
用
実
態
│
」『
表

現
研
究
』
96
、
新
野
直
哉
（
二
〇
一
三
）「〝
全
然
〞
に
関
す
る
国
語
学
者

浅
野
信
の
言
語
規
範
意
識
│
昭
和
一
〇
年
題
を
中
心
に
│
」『
表
現
研
究
』

97
、
橋
本
行
洋
（
二
〇
一
四
）「「
全
然
」
の
〝
迷
信
〞
に
関
す
る
通
言
的

考
察
」『
近
現
代
日
本
語
に
お
け
る
新
語
・
新
用
法
の
研
究
』
等

参
考
文
献

関
口
安
義
（
一
九
九
九
）『「
羅
生
門
」
を
読
む
│
作
品
論
と
教
材
論
』
小
沢
書

店

田
中
　
実
（
一
九
九
六
）「
批
評
す
る
〈
語
り
手
〉│
羅
生
門
」『
国
語
と
国
文

学
』
東
京
大
学
国
語
国
文
学
会
編
（『
文
学
の
力
×
教
材
の
力
』
教
育
出

版
〈
二
〇
〇
一
〉
所
収
）.

甲
斐
睦
朗
（
一
九
七
三
）「
教
材
研
究
『
羅
生
門
』：
教
科
書
の
注
記
を
中
心
と

し
て
」『
国
語
教
育
研
究
』（
20
）
広
島
大
学
教
育
学
部
光
葉
会 

山
森
　
泉
（
二
〇
〇
六
）「
教
科
書
所
収
の
「
羅
生
門
」
に
お
け
る
脚
注
の
比

較
：
学
生
の
語
彙
理
解
に
関
す
る
一
考
察
」『
北
陸
学
院
短
期
大
学
紀
要
』

（
38
）
北
陸
学
院
短
期
大
学

河
内
昭
浩
（
二
〇
一
二
）「
教
材
「
羅
生
門
」
の
語
彙
研
究
」『
安
田
女
子
大
学

紀
要
』（
40
）
安
田
女
子
大
学

河
内
昭
浩
（
二
〇
一
六
）「
語
彙
に
注
目
し
た
「
羅
生
門
」
の
指
導
」『
解
釈
』

（
62
）
解
釈
学
会

新
野
直
哉
（
一
九
九
七
）「「〝
全
然
〞＋
肯
定
」
に
つ
い
て
」「『
現
代
日
本
語
に

お
け
る
進
行
中
の
変
化
の
研
究
』
第
二
部
第
一
章
「「〝
全
然
〞＋
肯
定
」

の
実
態
と
「
迷
信
」」　
ひ
つ
じ
書
房
〈
二
〇
一
一
〉）

新
野
直
哉
（
二
〇
〇
〇
）「
近
年
の
「〝
全
然
〞＋
肯
定
」
関
係
の
文
献
に
つ
い

て
」「『
現
代
日
本
語
に
お
け
る
進
行
中
の
変
化
の
研
究
』
第
二
部
第
二

章
「「〝
全
然
〞＋
肯
定
」
に
関
す
る
近
年
の
研
究
史
概
観
」
ひ
つ
じ
書
房

〈
二
〇
一
一
〉）

調
査
資
料

「
国
語
総
合
」（
平
成
二
十
四
年
三
月
五
日
検
定
済
）

1
．
精
選
国
語
総
合
　
大
修
館
書
店 

（
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
発
行
）

2
．
新
編
国
語
総
合
　
大
修
館
書
店 

（
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
発
行
）

3
．
国
語
総
合
　
現
代
文
編
　
大
修
館
書
店 

（
平
成
二
十
六
年
四
月
一
日
発
行
）

4
．
精
選
国
語
総
合
　
三
省
堂 

（
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
日
二
版
発
行
）

5
．
明
解
国
語
総
合
　
三
省
堂 

（
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
日
二
版
発
行
）

6
．
高
等
学
校
国
語
総
合
　
現
代
文
編
　
三
省
堂

（
平
成
二
十
六
年
三
月
三
十
日
二
版
発
行
）

7
．
国
語
総
合
　
桐
原
書
店 

（
平
成
二
十
六
年
二
月
二
十
五
日
発
行
）

8
．
精
選
国
語
総
合
　
東
京
書
籍 

（
平
成
二
十
六
年
二
月
十
日
発
行
）

9
．
新
編
国
語
総
合
　
東
京
書
籍 

（
平
成
二
十
六
年
二
月
十
日
発
行
）

10
．
国
語
総
合
　
現
代
文
　
東
京
書
籍 

（
平
成
二
十
六
年
二
月
十
日
発
行
）

11
．
高
等
学
校
国
語
総
合
　
第
一
学
習
社
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14

（
平
成
二
十
六
年
二
月
十
日
発
行
）

12
．
高
等
学
校
新
訂
国
語
総
合
　
現
代
文
　
第
一
学
習
社

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
二
十
六
年
二
月
十
日
発
行
）

13
．
精
選
国
語
総
合
　
現
代
文
　
明
治
書
院

（
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
日
二
版
発
行
）

14
．
高
等
学
校
　
国
語
総
合
　
明
治
書
院（

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
日
二
版
発
行
）

15
．
新
編
国
語
総
合
　
言
葉
の
世
界
へ
　
教
育
出
版

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
日
発
行
）

16
．
国
語
総
合
　
教
育
出
版 

（
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
日
発
行
）

17
．
精
選
国
語
総
合
　
現
代
文
編
　
筑
摩
書
房（

平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
日
発
行
）

18
．
国
語
総
合
　
筑
摩
書
房 
（
平
成
二
十
六
年
一
月
二
十
日
発
行
）

19
．
国
語
総
合
　
現
代
文
編
　
数
研
出
版 
（
平
成
二
十
六
年
一
月
十
日
発
行
）

20
．
高
等
学
校
国
語
総
合
　
数
研
出
版 

（
平
成
二
十
六
年
一
月
十
日
発
行
）

国
語
辞
書

『
明
鏡
国
語
辞
典
』
初
版
（
二
〇
〇
三
）、
第
二
版
（
二
〇
〇
九
）
大
修
館
書
店

『
三
省
堂
国
語
辞
典
』
第
六
版
（
二
〇
〇
八
）、
第
七
版
（
二
〇
一
四
）
三
省
堂

『
新
明
解
国
語
辞
典
』
第
六
版
（
二
〇
〇
五
）、
第
七
版
（
二
〇
一
二
）
三
省
堂

漢
語
辞
書

『
漢
語
文
章
大
全
漢
語
弁
解
』（
明
治
九
年
）

『
雅
俗
漢
語
訳
解
』（
明
治
十
一
年
）

『
漢
語
故
諺
熟
語
大
辞
林
』（
明
治
三
十
四
年
）

『
新
編
漢
語
辞
林
』（
明
治
三
十
七
年
）
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